
検査申請時の提出書類

検査申請時の提出書類は、容器の種類毎に次のとお りとな ります。

表 中、「○」は提出す る書類 、「□」は容器の種類 に応 じて提出する書類、「△」は変更があ

る場合に提出する書類、「×」は提出必要がない書類、「一」は適用 されない書類 を示 します。

右欄の確認欄は、申請時に書類の確認のために利用 して下さい。

また、設計型式承認、数量追加、自主検査等における書類審査をする段階で不足 と思われ る

資料の追加等がある場合には、その都度HKが 必要 と認 める書類の提出を、担当の検査員か ら

別途指示 しますので、速やかに提出するようにしてください。
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(a)ポ ータブルタンク及び高圧容器(集 合ガス容器に限る。)の 検査の申請書類

提 出 書 類 提出部数
初回検査又は臨時検査 中間

検査

定期

検査

確
認
欄A B C

危険物容器検査申請書 型式毎に1 ○ ○ ○ ○ ○
一 一"● ● 一

申請者及び製造所の連絡窓口と

性能試験の供試品概要

N-一

型式毎に1

一 一

〇

一"

○

一

〇

一".● 一 一

〇

一 一

〇

一

一 一一"一

危険物容器の図面及び仕様書 型式毎に1

"

○

一.●.■"

○

一一 一

〇 ○

●●"

○
".● 一

危険物容器にUNマ ークを表示

する位置、大きさ及び表示方法

一

型式毎に1

一

〇 △

一 ●.

× ㌃
一"""一

×

経路 ・交通費明細表
一

1 ○ △ △ △ △
一 一"一 一 四 一 一 一

性能試験設備を説明する資料
一 一"

1
一

〇
"

△ 五 △ △
一

危険物容器製造所の組織図及び

UNマ ーク管理責任者
3 ○ △ △ △ △

"一

企業の業務概要

の

3

"一

〇

一

△

一一"一

△

一

△

""一

△

一

"一"一 一 一 一

危険物容器製造所の配置図 3

一

〇

一

△

一 一

△

一

△

一

△

一

"一 一 一

危険物容器の製造工程の概要

一 一"

3

一

〇

一""一

△

"一.●

△ △

一 一

△
一"一 一 一 一

主要製造設備の配置図

"-

3

""

○ △

一"

△ 三 △
一

主要製造設備及び検査設備の要

目

一""

3 ○

一 一

△

一

△ △

一

△

一"

一 一

危険物容器製造に係る品質管理

基準

"-

3 ○

凶 ■.

△ △

.●"

△

.●

△

一一 一 一

一 一 一"一""

苦情処理体制

砂 一

3

一"一

〇

一 叶

△

一"

△

一

△

一"

△

一 一

製造仕様書 型式毎に3 ○ △ × × ×
一

図面(組 立、本体、附属品)

h

型式毎に3
一 一

〇
一

△
一 一

×

一

×

"

×
一 一 一"一

溶接施工要領書
一

型式毎に3
.●

○ △
●●一 一 一

×
:..×

凶 一

×
一 一 一 一 一 一 一 一"一 ■.

強度計算書(本 体、フ レー ム、

脚部、板厚等)

"一 一

型式毎に3

一

〇 △

一

× ×

一 一

×

一

一"一"

安全弁容量等計算書
一

型式毎に3 ○
一""一

△
一

× 又" ×

一

一 一"一

製作要領書 型式毎に3 ○ △
一"".●

×

.■一

×

"

×

一"

"一 一"

検査要領書
一一 一 一"""

型式毎に3 ○
一 一

△
一 吟 一

× ×

一 一

×
一 一"一"一 一"

溶接技量者及び非破壊検査員の

資格一覧表及び証明書の写し
"

型式毎に3

一 一

〇

一

△ × ×

一一"

×

"..

..一"一"一

積載貨物の物性表

(安全データシー ト等)

"

型式毎に3

""一

〇

一 一"

△

一..

×

一 一

×

一

×

一 一 一 一

高圧ガス保安協会の認定事業場
の認定書(写)

"

型式毎に3

"

口

一一 一

△

一""凶

×

一 一

× 7
一

一""一 一 一

高圧ガス保安協会の容器証明書

(写)
型式毎に3

"一"

口

一 一 一

△

一 一"

X

"

× ×

一



(b)金 属製IBC容 器 、硬質 プ ラスチ ック製IBC容 器 及び プ ラスチ ック製 内容・器付複合I

BC容 器

提 出 書 類 提出部数
初回検査又は臨時検査 中間

検査

定期

検査

確
認
欄A B C 量産

危険物容器検査申請書 型式毎に1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

申請者及び製造所 の連絡窓 口

と性能試験の供試品概要
型式毎に1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

危険物容器の図面及び仕様書 型式毎に1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

危険物容器 にUNマ ー クを表

示する位置、大きさ及び表示方

法

型式毎に1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

UNマ ー ク管理表 型式毎に1 × × × ○ × ×

経路 ・交通費明細表 1 ○ △ △ △ △ △

性能試験設備を説明する資料 1 ○ △ △ △ △ △

危険物容器製 造所の組織 図及

びUNマ ーク管理責任者
2 ○ △ △ △ △ △

企業の業務概要 2 ○ △ △ △ △ △

危険物容器製造所の配置図 2 ○ △ △ △ △ △

危険物容器の製造工程の概要 2 ○ △ △ △ △ △

主要製造設備の配置図 2 ○ △ △ △ △ △

主要製造設備及び検査設備の

要目
2 ○ △ △ △ △ △

危険物容器製造に係る品質管

理基準
2 ○ △ △ △ △ △

苦情処理体制 2 ○ △ △ △ △ △

製造仕様書 型式毎に2 ○ △ × × × ×

図面(組 立 、本 体、附属 品) 型式毎に2 ○ △ × × × ×

溶接施工要領書 型式毎に2 ○ △ × × × ×

強度計 算書(本 体、 フ レー ム、

脚部 、板 厚等)
型式毎に2 ○ △ × × × ×

安全弁容量等計算書 型式毎に2 ○ △ × × × ×

製作要領書 型式毎に2 ○ △ × × × ×

検査要領書 型式毎に2 ○ △ × × × ×

溶接技量者及 び非破壊検査員

の資格一 覧表及 び証 明書 の写

し

型式毎に2 ○ △ × × × ×

積載貨物の物性表

(安全データシー ト等)
型式毎に2 ○ △ × × × ×
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(c)小 型容器 、大型容 器 、 フ レキシブルIBC容 器 、フ ァイバ板 製IBC容 器及 び木製IB

C容 器

提 出 書 類 提出部数

初回 2回 目以降 確
認
欄

検査の方式 検査の方式

A B-1 B-2 A B-1 B-2

危険物容器検査申請書 型式毎に1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

申請者及び製造所の連絡窓 口と

性能試験の供試品概要
型式毎に1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

危険物容器の図面及び仕様書 型式毎に1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

危険物容器にUNマ ー クを表示

す る位置、大きさ及び表示方法
型式毎に1 ○ ○ ○

一

〇 ○ ○

UNマ ー ク管理表 型式毎に ユ 一 ○ ○ 一 ○ ○

経路 ・交通費明細表 1 ○ ○ ○ △ △ △

性能試験設備を説明する資料 1 ○ ○ × △ △ ×

危険物容器製造所の組織図及び

UNマ ーク管理責任者
1 一 ○ ○ 一 △ △

企業の業務概要 1 一 ○ ○ 一 △ △

危険物容器製造所の配置図 1 一 ○ ○ 一 △ △

危険物容器の製造工程の概要 1
一 ○ ○ 一 △ △

主要製造設備の配置図 1 一 ○ ○ 一 △ △

主要製造設備及び検査設備の要

目
1 一 ○ ○ 一 △ △

危険物容器製造に係る品質管理

基準
1 一 ○ ○ 一 △ △

苦情処理体制 1 一 ○ ○ 一 △ △

数
量
追
加

検査申請書(写) 型式毎に1 一 一 一 一 ○ ○

危険物容器検査証(写) 型式毎に1 一 一 一 一 ○ ○

検査証添付書類(写) 型式毎に1 一 一 一 一 ○ ○

自
主
検
査

検査申請書(写) 型式毎に1 一 一 一 一 ○ ○

危険物容器検査証(写) 型式毎に1 一 一 一 一 ○ ○

検査証添付書類(写) 型式毎に1 一 一 一 一 ○ ○

自主検査の成績書 型式毎に1 一 一 一 一 ○ ○

検査時の写真 型式毎に1 一 一 一 一 ○ ○

工場実態調査省略願い 1
同一工場で1年 以内に受検す る場合 に必

要

吸水度試験省略願い 型式毎に1
受検済の型式 と同一材料 で製造 した型式

に必要の場合がある
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(d)高 圧容器(集 合ガス容器 を除 く。)の 検査の申請書類

提 出 書 類 提出部数

初回検査

定期検査

確
認
欄

1型 式 目 2型 式 目以降

危険物容器検査申請書 型式毎に1 ○ ○ ○

申請者及び製造所 の連絡窓 口と性

能試験の供試品概要
型式毎に1 ○ ○ ○

危険物容器の図面及び要目 型式毎に1 ○ ○ ○

危険物容器 にUNマ ークを表示す

る位置、大きさ及び表示方法
型式毎に1 ○ ○ ○

UNマ ー ク管理 表 型式毎に1 ○ ○ ○

経路 ・交通費明細表 1 ○ △ △

性能試験設備を説明する資料 1 ○ △ △

危険物容器製造所 の組織図及びU

Nマ ーク管理責任者
1 ○ △ △

企業の業務概要 1 ○ △ △

危険物容器製造所の配置図 1 ○ △ △

危険物容器の製造工程の概要 1 ○ △ △

主要製造設備の配置図 1 ○ △ △

主要製造設備及び検査設備の要目 1 ○ △ △

危険物容器製造に係る品質管理基

準
1 ○ △ △

苦情処理体制 1 ○ △ △

関係図面 型式毎に1 ○ ○. ×

危険物容器検査証(写) 1 一 一 ○



(e)提 出書類の概要

ア)危険物容器検査申請書

附属書1のHK-4様 式を使用 してくだ さい。

イ)申請者及び製造所の連絡窓 口と性能試験の供試品概要

i)附 属書1のHK-17様 式を使用 してください。

li)連絡窓 口の担当者及び電話番号、供試品の質量、収納する危険物の代替え品名、形状等

を各欄 に記載 して下さい。記載できない場合は、別紙を用いて全ての項 目について正確

に記載 して下 さい。

ウ)危険物容器の図面及び仕様書、又は要 目

図面は次のものを提出して下さい。

i)危 険物容器の形状、寸法、板厚、梱包方法の概略、UN表 示記号及び表示位置、製造者

名及び型式名等が記載 されたもので、危険物容器検査証に添付するためのA4用 紙に納

めた図面。

i)内 容器、内装容器、外装容器の図面 を個々に記載 して、各危険物容器の形状が理解でき

る図面。

拉)複合容器、組合せ容器は、内容器又は内装容器が外装容器に収納 した状態が理解できる

図面。緩衝材 を使用す る場合は、材質、形状、寸法及び使用方法を記入 して下さい。

拉)危険物容器の材料構成及び施工、強度が要求 される箇所の補強要領、口栓図、封絨方法

等を示 した図面又は仕様書。

v)危 険物容器の寸法、材質、板厚、質量、容量及び収納予定物質等の要 目表

エ)危険物容器にUNマ ークを表示する位置、大きさ及び表示方法

i)危 険物容器に表示するunマ ークの位置を、容器の外観図に指示 し、その表示する文字

及び大きさ及び表示方法(エ ンボス、ペイン ト等)を 具体的に示 したものです。

i)前i)の 図面に記載 している場合には、不要 とすることができます。

オ)原缶 リス ト(再 生缶 に限る。)

i)再 生す る小型容 器 の鋼製 ドラムについて は、再生す る原缶 の リス トを作 成 して くだ さい。

if)原缶がJIS缶 を使用す る場 合 は不 要です。

カ)UNマ ー ク管理表

i)HKで 定 めた様式 を使用 して下 さい。

i)初 回 の検査 時 には、使用 す る様式 に必要事項 を記 入 した もの を提 出 して下 さい。

血)2回 目以 降の検査 につ いて は、検 査 申請現在 のUNマ ー ク管理表 を提 出 して下 さい。

iv)四 半期毎 に検査 を担 当 した1{1(支 部 に写 しを提 出 して下 さい。提 出方法 は、FAXで も

構 いませ ん。

v)UNマ ー ク管理表 について は、工場調査 時に記 録 を確認 します。

キ)経路 ・交通費明細表

i)危 険物容器製造工場及び検査場所までの経路及び交通費の明細 を示す資料で、HK-1

5様 式を使用 して下さい。

ti)性能試験と製造所の場所が異なるなど、臨検先が複数の場合には、それぞれ記載 して下

さい。

m)タ クシーなど経路があいまいになる場合には、曲が り角の 目標などを明確にした地図を

添付 して下 さい。

iの2回 目以降の検査の場合には、経路が変更になった場合、電車等の料金改定の場合等 の

記載内容に変更があるときに提出して下さい。
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ク)性能試験設備を説明する資料

i)性 能試験を実施するために必要な設備を示 した図、写真、計算書及び要 目等 を記載 した

資料 を提出して下 さい。

ti)初めてのHKの 検査で使用する設備 については、検査要領書に記載 された手順により、

仕様 を提出し承認 を得た後に使用することができます。

揃)B-1方 式の検査であって既にHKの 承認を得ている試験設備を利用する場合、及び、

B-2方 式の検査であって公的機関を利用する場合には、不要です。

ケ)危険物容器製造所の組織図及びUNマ ーク管理責任者

i)危 険物容器の製造にかかる組織及び従事 している人員等 を詳細に図示 したものを添付

して下 さい。

ij,)組織図のなかで、u:nマ ーク記号管理責任者の氏名 を明記す るとともに、組織上の職席

を明確にして下 さい。unマ ーク管理責任者は、品質管理、製造管理又は検査責任者等

の容器の製造について社内的に種々の管理ができる立場の人(例 えば、工場長、担 当部

長等)と して下さい。

通)組織図には、unマ ーク管理責任者の所在、地位が分かるようにして下さい。

コ)企業の業務概要

i)危 険物容器の製造にかかる業務の沿革、製造品 目、社内機構、製造設備、試験設備、品

質管理体制等の概要を記載 したものです。

ti)複合容器又は組合せ容器については、内容器、内装容器、外装容器及び組立者等の当該

容器に関する事業者の業務概要 を記載 したものも提出して下さい。

趙)これ らを記載 したパンフレット等があれば、それに代えても構いません。

サ)危険物容器製造所の配置図

i)危 険物容器 の製造に係 る製造所の場所を工場の敷地全体の配置及び製造場所の平面図

に記載 して下 さい。

五)製造が複数箇所にまたがる場合には、それぞれの作業内容を簡潔に記載 して下 さい。

シ)危険物容器 の製 造工程 の概 要

i)危 険物容器 の製造 を行 う場所 の レイア ウ トを記載 し、製 造工程 が容 易 に理解 で きるフ ロ

ーチ ャー トを作成 して下 さい。

jl.)フロー チャー トの中には、受 け入れ検 査 、最 終検査等 の品質管理 に関す るチ ェ ックポイ

ン トが容 易に分か る よ うに して 下 さい。

ス)主要製造設備の配置図

i)危 険物容器の製造に係 る主要製造機器の配置を平面図に記載 し、その機器 の名称 を記載

して下 さい。

i)組 合せ容器で、裁断、溶接等の容器 の製造 を行わないなどにより専用の機器 が必要でな

い場合には、省略することができます。

セ)主要製造設備及び検査設備の要 目

i)危 険物容器の製造に係る主要機器の名称、型式、能力等の主要要 目が分かる一覧表 を添

付 して下 さい。

ti)品質管理のために必要な計測器具の名称、型式、仕様、用途を一覧表にして下さい。

血)計測器具の仕様の中には、校正済であることを確認できる仕様を含めて下 さい。

ソ)危険物容器製造に係 る品質管理基準
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i)危 険物容器の製造工程中において品質管理のために必要な検査の時期、抜き取 り方法及

びその判定基準を記載 して下さい。

五)危険物容器の製造に係 る製造の手順書、検査のための手順書等が別に明文化 されている

場合には、その概要を示 した書類を添付して下 さい。詳細にっいては、工場調査時にそ

の文書 と検査記録 を確認致 します。

タ)苦情処理体制

i)危 険物容器に関す る苦情の処理手順について記載 したものです。

ti)詳細な処理手順を別に明文化 されている場合には、その概要を示 した書類 を添付 して下

さい。詳細については、工場調査時にその文書 と記録を確認致 します。

チ)高圧容器を製造する製造者

i)高 圧容・器を製造する製造者にあっては、製造管理、品質管理等 を含めた公的な認証機関

によ り認定 されていることを示す書類及びその関連図書の概要について提出して下さ

い。

(f)設 計型式承認のために必要な提出書類の概要

ア)製造仕様書

i)容器 の使用 目的、設計、引用 した規格、収納予定物質等の説明を記載 して下 さい。

イ)図面(組 立 、本体、附属 品等)

i)一 般配 置図、 タ ンク本体 、枠 、サ ドル サポー ト、マ ンホール、安全 弁、封 入/排 出 口、

配管及び 弁、表示 、銘板 図及び その他 の詳細 な設計 のた めに必要 な図面 とす る。容器 を

完成す る上で必要 な図面 をすべ て添付 して 下 さい。

li)企業機密 のた めに図面 を省 略す る ことは、規格 に準拠 してい る又 は基準 を満 足 してい る

ことの判 定がで きないので、容器 に関す る図面 はす べ て提 出 して下 さい。

iii)購入品 の取 り付 けを行 う場合 には、製 造者名 、型名等 の諸元 を明 らか に して下 さい。製

造 メー カーが提 出 した図面等 を利 用 して差 し支 え あ りませ ん。

ウ)溶接施工要領書

i)溶 接箇所及び溶接方法毎に記載 した要領書を提出して下 さい。

エ)強度計算書(本 体、フレーム、脚部、板厚等)

i)容器 の設計するにあたり適用 した圧力容器規格に基づいた、容器本体、フレーム、脚部

等の強度、板厚、付属設備及び附属構造等の計算書を提出して下 さい。

li)容器 の仕様材料の確認のため臨検時に使用鋼材の材料証明書(ミ ル シー ト)を 提出して

下さい。

オ)安全弁容量等計算書

i)安 全弁の材質、強度等 を記載 した図面 と計算書です。

ti)安全弁の吹き出し圧/吹 き出し量等を記載 した資料を添付 して下 さい。

嵐)安全弁メーカーで作成 した資料で、数値等が明 らかになる場合には、その資料に代えて

差 し支 えありません。ただし、容器の設計 との関連性を説明する書類を添付 して下さい。

カ)製作要領書

i)危 険物容器 に関す る製作方法を容器本体、枠等を含め詳細に記載 して下 さい。

it)フU一 チャー トを用いて、記載 して差 し支 えあ りません。

キ)検査要領書
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i)ポータブルタンクの検査にあっては、本基準及び設計上参照 した規格に基づ く試験の各

検査項 目に基づ く試験方法及び判定基準 を記載 した書類を作成するして下 さい。また、

検査要領書に基づき合否欄を設けたチェックシー トを添付して下 さい。

ti)ポータブル タンク以外の容器の設計型式承認の検査 にあっては、当会基準の各検査項 目

に基づ く試験方法及び判定基準を記載 した書類を作成 して下さい。

趙)検査要領書には、検査 日程表を含めること。日程は、臨検 日数の増減により、臨検回数

や手数料合計額が変わってくるので、不明又は期間等のあいまいな表現 としないで下 さ

い。この検査要領書を元に検査員の立会回数等を検討す るので、必ず作成 して下 さい。

ただし、臨検の状況により、臨検 目が前後することは差 し支えあ りません。

ク)溶接技量者及び非破壊検査員の資格一覧表及び証明書の写 し

i)危険物容器の製造に係わる技量資格を有する者の資格免許の写 しを添付 して下 さい。

ti)外国の製造者による施工がある場合には、船級協会から認定されたもの又はそれ以上の

技量を有 していることを示す資料を提出して下さい。該 当す るものがない場合には、使

用する材料 を使用 し、溶接後の材料試験を行った結果を試験基準 と共に提出して下さい。

ケ)積載貨物の物性表(安 全データシー ト等)

i)危 険物容器で輸送 しようとす る危険物の物性表を添付 して下 さい。予定している物質に
ついても分かる範囲で添付して下 さい。危険物が複数ある場合には、一覧表も添付 して

わか りやす くして下 さい。

i)収 納予定物質 と、収納する危険物容器の材質 と反応 しないことを示 した資料及び材料証

明書 も添付 して下さい。

bi)国土交通大臣の運送許可 となっている物質で、危規則の要件により、収納予定物質 と危

険物容器 の材質 との反応 についての試験を要求 され る場合があります。その場合には、

その試験方法及び試験結果を示 した書類も提出して下 さい。

コ)高圧ガス保安協会の認定事業場の認定書(写)及 び高圧ガス保安協会の容器証明書(写)

i)高圧容器及び液化ガス等を収納するポータブルタンクに限 り提 出して下 さい。

(g)数 量追加申請のために必要な提出書類 の概要

数量追加 の申請には、次の書類を提 出して下さい。

ア)危険物容器検査申請書

申請書の記載については、上記(d)ア)を 参照 して下 さい。また、申請書の備考欄の右下

には、 「数量追加」 と記載 して下 さい。

イ)申請者及び製造所の連絡窓 口と性能試験の供試品概要

記載については、上記(d)イ)を 参照 して下 さい。

ウ)危険物容器の図面及び仕様書、又は要 目

記載については、上記(d)ウ)を 参照 して下さい。危険物容器検査証に添付する図面は、

検査員の立会の元で実施 した性能試験時の危険物容器検査証 の図面 と同一のもので、　HK

の証印の押 されていないものを提出して下 さい。図面上の誤記等の構造に関わ らない箇所

の変更を除き、構造が変更になったために図面 を変更 した場合には、数量追加 とはな りま

せん。

エ)危険物容器 にUNマ ー クを表示 す る位 置、大 き さ及 び表 示方 法

記載 につい ては、上記(d)エ)を 参照 して下 さい。

オ)UNマ ー ク管理表
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記 載 にっい ては、上記(d)カ)を 参照 し、検査 申請現在 のunマ ー ク管理 表 を提 出 して

下 さい。

カ)検査 申請書(写)、 危険物容器検査証(写)、 検査証添付書類(写)

性能試験を実施 した際の検査申請書(写)、 危険物容器検査証(写)及 び検査証添付書

類(写)を 提出して下 さい。

(h)自 主検査申請のために必要な提出書類の概要

自主検査追加の申請には、次の書類 を提出 して下さい。

ア)危険物容器検査申請書

申請書の記載については、上記(d)ア)を 参照 して下さい。また、申請書の備考欄の右下

には、 「自主検査」 と記載 して下さい。

イ)申請者及び製造所の連絡窓 口と性能試験の供試品概要

記載 については、上記(d)イ)を 参照 して下 さい。

ウ)危険物容器の図面及び仕様書、又は要目

記載については、上記(d)ウ)を 参照 して下さい。危険物容器検査証に添付する図面は、

検査員の立会の元で実施 した性能試験時の危険物容器検査証 の図面 と同一のもので、　HK

の証印の押されていないものを提出して下さい。図面上の誤記等の構造に関わ らない箇所

の変更を除き、構造が変更になったために図面を変更 した場合には、自主検査 とはな りま

せん。

エ)危険物 容器 にUNマ ー クを表示す る位置 、大 き さ及 び表示方 法

記載 について は、上記(d)エ)を 参照 して下 さい。

オ)UNマ ー ク管理表

記 載 につ いて は、上記(d)カ)を 参照 し、検査 申請現在 のunマ ー ク管理 表 を提 出 して

下 さい。

カ)検査 申請書(写)、 危険物容器検査証(写)、 検査証添付書類(写)

検査員の立会の元で実施 した性能試験を実施 した際の検査申請書(写)、 危険物容器検

査証(写)及 び検査証添付書類(写)を 提出 して下さい。

キ)自主検査の成績書及び検査時の写真

社内で、HKの 試験基準に基づき性能試験をした結果 を、成績書 として提出して下さい。

その成績書の中又は別冊 として、試験状態及び試験条件等が分かるような各試験 における

写真 を添付 して下さい。

(i)そ の他の書類

ア)工場実態調査省略願い

検査員の立会の元で工場調査を実施 した 日か ら1年 未満である場合 には、工場調査を省

略す ることができます。その場合には、標準の様式に必要事項を記載 したものを1部 提出

して下 さい。

イ)吸水度試験省略願い

検査員の指示によ り吸水度試験を省略す る場合には、標準の様式に必要事項 を記載 して

型式毎に1部 提出して下 さい。複数の型式を同時に受検す る場合で、同一の材質のものを

使用する場合 には、複数型式を1枚 にま とめたもので差 し支 えありません。
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様式5

UNマ ー ク管理表

容器 の種類: 危険物容器検査証番号:一 第 号

型 式: 検査証書交付年月 目:令 和 年 月 日

検査 申請者: 製造期間:令 和 年 月 日まで

容器製造者: 表示記号:

検査申込個数:個 UNマ ーク管理責任者:印

HK報 告 日及び確認 報 告 期 日 報 告 日 管理責任者印

第1四 半期 令和 年 月 日 令和 年 月 日

第2四 半期 令和 年 月 日 令和 年 月 日

第3四 半期 令和 年 月 日 令和 年 月 日

第4四 半期 令和 年 月 日 令和 年 月 日

製造年月日 表 示 数 累 計 担当者印 備考 製造年月日 表 示 数 累 計 担当者印 備考

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ● ■ ●

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ● ■

■ ● ● ■

■ ● ■ ●

● ■ ■ ■

■ ■ ● ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ● ● ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ● ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ● ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ● ■ ■

■ ● ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ● ● ■

■ ■ ● ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

※ この用紙の写 しを四半期毎にHKに 送付すること。
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